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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】基板と、複数の走査線と、複数のデータ線と、
複数のピクセル単位とを含む動的デバイスアレイ基板を
提供する。
【解決手段】走査線、データ線およびピクセル単位は基
板上に配置される。ピクセル単位の各々は、第１動的デ
バイス、第１ピクセル電極、第１抵抗デバイス、第２動
的デバイスおよび第２ピクセル電極を含む。第１ピクセ
ル電極は、対応する走査線および対応するデータ線に第
１動的デバイスを介して電気的に接続される。第１抵抗
デバイスは、第１動的デバイスと第１ピクセル電極との
間に電気的に接続される。さらに、第２ピクセル電極は
、対応する走査線および対応するデータ線に第２動的デ
バイスを介して電気的に接続される。
【選択図】図３Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板の上に配置された複数の走査線と、
　前記基板の上に配置された複数のデータ線と、
　前記基板の上に配置されて前記走査線およびデータ線の隣接する２つの間ごとに各々形
成された複数のピクセル単位とを含み、
　前記ピクセル単位の各々は、
　第１動的デバイスと、
　対応する走査線および対応するデータ線に前記第１動的デバイスを介して電気的に接続
された第１ピクセル電極と、
　前記第１動的デバイスと前記第１ピクセル電極との間に電気的に接続された第１抵抗デ
バイスと、
　第２動的デバイスと、
　対応する走査線および対応するデータ線に前記第２動的デバイスを介して電気的に接続
された第２ピクセル電極とを含む、動的デバイスアレイ基板。
【請求項２】
　前記第２動的デバイスと前記第２ピクセル電極との間に電気的に接続された第２抵抗デ
バイスをさらに含む、請求項１に記載の動的デバイスアレイ基板。
【請求項３】
　前記第２抵抗デバイスの下に配置された遮へい金属層をさらに含む、請求項２に記載の
動的デバイスアレイ基板。
【請求項４】
　前記第１抵抗デバイスおよび前記第２抵抗デバイスは、感光材料を含む、請求項２に記
載の動的デバイスアレイ基板。
【請求項５】
　前記第１抵抗デバイスおよび前記第２抵抗デバイスはアモルファスシリコンを含む、請
求項４に記載の動的デバイスアレイ基板。
【請求項６】
　前記第１ピクセル電極および前記第２ピクセルは各々複数のスリットを有する、請求項
１から３のいずれか一項に記載の動的デバイスアレイ基板。
【請求項７】
　基板と、
　前記基板の上に配置された複数の走査線と、
　前記基板の上に配置された複数のデータ線と、
　前記基板の上に配置されて前記走査線およびデータ線の隣接する２つの間ごとに各々形
成された複数のピクセル単位とを含み、
　前記ピクセル単位の各々は、
　第１動的デバイスと、
　対応する走査線および対応するデータ線に前記第１動的デバイスを介して電気的に接続
された第１ピクセル電極と、
　第２動的デバイスと、
　対応する走査線および対応するデータ線に前記第１動的デバイスを介して電気的に接続
された第２ピクセル電極と、
　第２動的デバイスと、
　対応する走査線および対応するデータ線に前記第２動的デバイスを介して電気的に接続
された第２ピクセル電極とを含み、
　前記第１ピクセル電極は前記第２ピクセル電極の表面積とは異なる表面積を有する、動
的デバイスアレイ基板。
【請求項８】
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　前記第１ピクセル電極の表面積は、前記第２ピクセル電極の表面積の０．２から０．８
倍である、請求項７に記載の動的デバイスアレイ基板。
【請求項９】
　請求項７に記載の動的デバイスアレイ基板と、
　前記動的デバイスアレイ基板の上に配置された対向基板と、
　前記動的デバイスアレイ基板と前記対向基板との間に配置された液晶層とを含む、液晶
表示パネル。
【請求項１０】
　前記対向基板はカラーフィルタ基板である、請求項９に記載の液晶表示パネル。
【請求項１１】
　前記第１ピクセル電極の表面積は、前記第２ピクセル電極の表面積の０．２から０．８
倍である、請求項９に記載の液晶表示パネル。
【請求項１２】
　基板と、
　前記基板の上に配置された複数の走査線と、
　前記基板の上に配置された複数のデータ線と、
　前記基板の上に配置されて前記走査線およびデータ線の隣接する２つの間ごとに各々形
成された複数のピクセル単位とを含み、
　前記ピクセル単位の各々は、
　第１動的デバイスおよび第２動的デバイスを含む二重ドレイン動的デバイスと、
　対応する走査線および対応するデータ線に前記二重ドレイン動的デバイスの前記第１動
的デバイスを介して電気的に接続された第１ピクセル電極と、
　前記第１動的デバイスと第１ピクセル電極との間に電気的に接続された第１抵抗デバイ
スと、
　対応する走査線および対応するデータ線に前記二重ドレイン動的デバイスの前記第２動
的デバイスを介して電気的に接続された第２ピクセル電極とを含む、動的デバイスアレイ
基板。
【請求項１３】
　前記第２動的デバイスと前記第２ピクセル電極との間に電気的に接続された第２抵抗デ
バイスをさらに含む、請求項１２に記載の動的デバイスアレイ基板。
【請求項１４】
　前記第２抵抗デバイスの下に配置された遮へい金属層をさらに含む、請求項１３に記載
の動的デバイスアレイ基板。
【請求項１５】
　前記第１抵抗デバイスおよび第２抵抗デバイスは感光材料を含む、請求項１３に記載の
動的デバイスアレイ基板。
【請求項１６】
　前記第１抵抗デバイスおよび前記第２抵抗デバイスはアモルファスシリコンを含む、請
求項１５に記載の動的デバイスアレイ基板。
【請求項１７】
　前記第１ピクセル電極および前記第２ピクセルは各々複数のスリットを有する、請求項
１２から１４のいずれか一項に記載の動的デバイスアレイ基板。
【請求項１８】
　基板と、
　前記基板の上に配置された複数の走査線と、
　前記基板の上に配置された複数のデータ線と、
　前記基板の上に配置されて前記走査線およびデータ線の隣接する２つの間ごとに各々形
成された複数のピクセル単位とを含み、
　前記ピクセル単位の各々は、
　第１動的デバイスおよび第２動的デバイスを含む二重ドレイン動的デバイスと、
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　対応する走査線および対応するデータ線に前記二重ドレイン動的デバイスの前記第１動
的デバイスを介して電気的に接続された第１ピクセル電極と、
　第２動的デバイスと、
　対応する走査線および対応するデータ線に前記第１動的デバイスを介して電気的に接続
された第２ピクセル電極と、
　対応する走査線および対応するデータ線に前記二重ドレイン動的デバイスの前記第２動
的デバイスを介して電気的に接続された第２ピクセル電極とを含み、
　前記第１ピクセル電極は前記第２ピクセル電極の表面積とは異なる表面積を有する、動
的デバイスアレイ基板。
【請求項１９】
　前記第１ピクセル電極の表面積は、前記第２ピクセル電極の表面積の０．２から０．８
倍である、請求項１８に記載の動的デバイスアレイ基板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般に、液晶表示（ＬＣＤ）パネルおよびその動的デバイスアレイ基板に関し
、詳しくは表示品質を効率的に高めるためのＬＣＤパネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、従来的な垂直配向モード型ＬＣＤの光学的表示効果は、複屈折率を電気的に制
御することによって達成される。すなわち、従来的な垂直配向モード型ＬＣＤの光学的表
示効果は、光の位相遅延によって生じる。印加電圧によって位相遅延が変化すると、画像
は輝度または暗度が変化する。
【０００３】
　例えば、マルチドメイン垂直配向（ＭＶＡ）型ＬＣＤは、そのカラーフィルタ基板また
は薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）アレイ基板上に複数の突起／スリットを有する。突起また
はスリットは、複数の方向に配向する液晶分子を制御するように、すなわち複数のドメイ
ンを得るように構成される。かかるＭＶＡ型ＬＣＤは、広視野角の画像を表示できる。し
かし、視野角の変化につれてＭＶＡ型ＬＣＤの透過率は変化するので、表示される画像の
グレーレベルもそれに従って変化する。すなわち、観視者は、ＭＶＡ型ＬＣＤを異なる角
度で見ると異なった輝度の画像を見ることになる。
【０００４】
　ねじれネマチック（ＴＮ）型ＬＣＤに対しては、液晶分子の配向は非対称であり、観視
者は、様々な視野角で見ると、異なった輝度の画像またはグレーレベル反転の画像さえ見
ることになる。図１に示すように、観視者が視野角θ＝０°で画像を見ると、透過率は減
少するが駆動電圧は増加する。観視者が視野角θ＝４５°または６０°で画像を見ると、
駆動電圧が増加するにつれて、透過率は、所定の範囲例えば図１のピークＡにおいて増加
に転じる。表示品質は良好ではない。このため、この領域における改善が必要とされてい
る。
【発明の開示】
【０００５】
　したがって、本発明は、動的アレイ基板の１つのピクセル単位での動的デバイスアレイ
基板に向けられる。ここで、そのピクセル電極は異なる荷電比を有する。
【０００６】
　本発明はまた、１つのピクセル単位に異なる面積のピクセル電極を有する動的デバイス
アレイ基板に向けられる。
【０００７】
　本発明はさらに、従来的なＬＣＤパネルよりも良好な表示品質を得るための動的デバイ
スアレイ基板を有するＬＣＤパネルに向けられる。
【０００８】
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　前記目的等を達成するべく、本発明は動的デバイスアレイ基板を提供する。動的アレイ
基板は、基板、複数の走査線、複数のデータ線および複数のピクセル単位を含む。走査線
、データ線およびピクセル単位は、基板上に配置される。各ピクセル単位は、走査線およ
びデータ線の隣接する２つの間ごとに形成され、第１動的デバイス、第１ピクセル電極、
第１抵抗デバイス、第２動的デバイスおよび第２ピクセル電極を含む。第１ピクセル電極
は、対応する走査線および対応するデータ線に第１動的デバイスを介して電気的に接続さ
れる。第１抵抗デバイスは、第１動的デバイスと第１ピクセル電極との間に電気的に接続
される。第２ピクセル電極は、対応する走査線および対応するデータ線に第２動的デバイ
スを介して電気的に接続される。
【０００９】
　本発明の実施例によると、前記動的デバイスアレイ基板は、第２動的デバイスと第２ピ
クセル電極との間に電気的に接続された第２抵抗デバイスをさらに含む。
【００１０】
　本発明の実施例によると、前記動的デバイスアレイ基板は、第２抵抗デバイスの下に配
置された遮へい金属層をさらに含む。
【００１１】
　本発明の実施例によると、前記第１抵抗デバイスおよび第２抵抗デバイスは感光材料を
含む。
【００１２】
　本発明の実施例によると、前記第１抵抗デバイスおよび第２抵抗デバイスはアモルファ
スシリコンを含む。
【００１３】
　本発明はさらに、上記動的デバイスアレイ基板、対向基板および液晶層を含むＬＣＤパ
ネルを提供する。対向基板は、動的デバイスアレイ基板の上に配置され、液晶層は、動的
デバイスアレイ基板と対向基板との間に配置される。
【００１４】
　本発明の実施例によると、対向基板はカラーフィルタ基板であってよい。
【００１５】
　本発明はさらに、基板、複数の走査線、複数のデータ線および複数のピクセル単位を含
む動的デバイスアレイ基板を提供する。
【００１６】
走査線、データ線およびピクセル単位は基板上に配置される。各ピクセル単位は、走査線
およびデータ線の隣接する２つの間ごとに形成され、第１動的デバイス、第１ピクセル電
極、第２動的デバイスおよび第２ピクセル電極を含む。第１ピクセル電極は、対応する走
査線および対応するデータ線に第１動的デバイスを介して電気的に接続される。第２ピク
セル電極は、対応する走査線および対応するデータ線に第２動的デバイスを介して電気的
に接続される。第１ピクセル電極は、第２ピクセル電極の表面積とは異なる表面積を有す
る。
【００１７】
　本発明の実施例によると、第１電極は、第２ピクセル電極の表面積の０．２から０．８
倍の表面積を有する。
【００１８】
　本発明はさらに、異なる表面積、対向基板および液晶層を有する第１ピクセル電極およ
び第２電極を有する前記動的デバイスアレイ基板を含むＬＣＤパネルを提供する。対向基
板は、動的デバイスアレイ基板の上に配置され、液晶層は、動的デバイスアレイ基板と対
向基板との間に配置される。
【００１９】
　本発明の実施例によると、対向基板はカラーフィルタ基板であってよい。
【００２０】
　本発明はさらに、基板、複数の走査線、複数のデータ線および複数のピクセル単位を含
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む動的デバイスアレイ基板を提供する。走査線、データ線およびピクセル単位は基板上に
配置される。各ピクセル単位は、走査線およびデータ線の隣接する２つの間ごとに形成さ
れ、二重ドレイン動的デバイス、第１ピクセル電極、第１抵抗デバイスおよび第２ピクセ
ル電極を含む。二重ドレイン動的デバイスは、第１動的デバイスおよび第２動的デバイス
を含む。第１ピクセル電極は、対応する走査線および対応するデータ線に、二重ドレイン
動的デバイスの第１動的デバイスを介して電気的に接続される。第１抵抗デバイスは、第
１動的デバイスと第１ピクセル電極との間に電気的に接続される。第２ピクセル電極は、
対応する走査線および対応するデータ線に、二重ドレイン動的デバイスの第２動的デバイ
スを介して電気的に接続される。
【００２１】
　本発明はさらに、上記動的デバイスアレイ基板、対向基板および液晶層を含むＬＣＤパ
ネルを提供する。対向基板は、動的デバイスアレイ基板の上に配置され、液晶層は、動的
デバイスアレイ基板と対向基板との間に配置される。
【００２２】
　本発明はさらに、基板、複数の走査線、複数のデータ線および複数のピクセル単位を含
む動的デバイスアレイ基板を提供する。走査線、データ線およびピクセル単位は基板上に
配置される。各ピクセル単位は、走査線およびデータ線の隣接する２つの間ごとに形成さ
れ、二重ドレイン動的デバイス、第１ピクセル電極および第２ピクセル電極を含む。二重
ドレイン動的デバイスは、第１動的デバイスおよび第２動的デバイスを含む。第１ピクセ
ル電極は、対応する走査線および対応するデータ線に、二重ドレイン動的デバイスの第１
動的デバイスを介して電気的に接続される。第２ピクセル電極は、対応する走査線および
対応するデータ線に、二重ドレイン動的デバイスの第２動的デバイスを介して電気的に接
続される。第１ピクセル電極は、第２ピクセル電極の表面積とは異なる表面積を有する。
【００２３】
　本発明はさらに、異なる表面積、対向基板および液晶層を有する第１ピクセル電極およ
び第２電極を有する前記動的デバイスアレイ基板を含むＬＣＤパネルを提供する。対向基
板は、動的デバイスアレイ基板の上に配置され、液晶層は、動的デバイスアレイ基板と対
向基板との間に配置される。
【００２４】
　動的デバイスアレイ基板の第１ピクセル電極および第２電極は異なる表面積を有する。
または、基板は、第１動的デバイスと第１ピクセル電極との間に電気的に接続された第１
抵抗デバイスを有する。このように、帯電された１つのピクセル単位において、第１ピク
セル電極および第２ピクセル電極は異なる電圧レベルを得る。このため、第１ピクセル電
極および第２ピクセル電極に各々対応する液晶分子は、異なる電圧によって駆動され、そ
の透過率はそれに応じて互いに異なる。したがって、異なる透過率が互いに補償可能とな
り、本発明のＬＣＤパネルはカラーシフトの問題を効率的に低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　添付の図面は、本発明のさらなる理解を与えるために含まれ、本明細書の一部に組み入
れられてそれを構成する。図面は、本明細書とともに本発明の実施例を示し、本発明の原
理を説明する役割がある。
【実施例】
【００２６】
　ここで、本発明の好ましい実施例を詳細に参照する。その例は、添付の図面に示される
。可能な限り、図面および明細書の同じ参照番号は、同じまたは類似の部材を参照するた
めに使用される。
【００２７】
　第１実施例
【００２８】
　図２は、本発明の第１実施例に係るＬＣＤパネルを示す概略図である。図２を参照する
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と、本発明に係るＬＣＤパネル１００は、動的デバイスアレイ基板１１０、対向基板１２
０および液晶層１３０を含む。液晶層１３０は、動的デバイスアレイ基板１１０と対向基
板１２０との間に配置される。一般に、バックライトモジュール（図示せず）がＬＣＤパ
ネル１００の下に配置されることが多い。ＬＣＤパネル１００は、それ自体では発光する
ことができないのが普通なので、それには平面光源が設けられる。対向基板１２０は、カ
ラーフィルタ基板である。このようにして、ＬＣＤパネルはフルカラー表示の目的を達成
することができる。本発明に係る第１実施例のＬＣＤパネル１００を示すべく、ねじれネ
マチック（ＴＮ）型ＬＣＤを以下に例示する。しかし、ＬＣＤパネル１００がＴＮ型ＬＣ
Ｄに限定されないことに留意されたい。例えば、ＬＣＤパネル１００はまた、垂直配向（
ＶＡ）モードまたはインプレインスイッチング（ＩＰＳ）モードによってもよい。
【００２９】
　図３Ａは、本発明の第１実施例に係る動的デバイスアレイ基板を示す概略図である。図
３Ｂは、本発明の第１実施例に係る動的デバイスアレイ基板の回路図である。図３Ａおよ
び３Ｂを参照すると、動的デバイスアレイ基板１１０は、基板１１２、複数の走査線１１
４、複数のデータ線１１６および複数のピクセル単位Ｐ（１つのみが図３Ａに示される）
を含む。走査線１１４およびデータ線１１６は、基板１１２の上に配置されて、ピクセル
単位Ｐの位置を画定する。ピクセル単位Ｐは、基板１１２上にアレイとして配列されるこ
とが多い。
【００３０】
　図３Ａに示されるピクセル単位Ｐは主に、二重ドレイン動的デバイスを含む。図３Ｂを
参照すると、回路の動作では、二重ドレイン動的デバイスの回路は、第１動的デバイスお
よび第２動的デバイスの等価回路と同じである。もちろん、ピクセル単位Ｐは、２つの独
立した動的デバイスを含む単位として選択的に設計される。図３Ａおよび３Ｂを同時に参
照すると、ピクセル単位Ｐは、二重ドレイン動的デバイス（第１動的デバイスおよび第２
動的デバイスを含む）、第１ピクセル電極Ｐ１、第１抵抗デバイスＲ１および第２ピクセ
ル電極Ｐ２を含む。具体的には、ドレインＤ１を有する第１動的デバイス、およびドレイ
ンＤ２を有する第２動的デバイスは、同じゲートおよびソースを有する。第１ピクセル電
極Ｐ１は、対応する走査線１１４および対応するデータ線１１６に、第１動的デバイスＴ
１を介して電気的に接続される。第２ピクセル電極Ｐ２は、対応する走査線１１４および
対応するデータ線１１６に、第２動的デバイスＴ２を介して電気的に接続される。第１ピ
クセル電極Ｐ１および第２ピクセル電極Ｐ２は通常、共通線１１８と重なり、蓄積キャパ
シタＣｓｔをなす。共通線１１８は、基準電圧源に接続してよい。
【００３１】
　なお、第１抵抗デバイスＲ１は、第１動的デバイスＴ１と第１ピクセル電極Ｐ１との間
に電気的に接続される。具体的には、第１抵抗デバイスＲ１の抵抗は、例えば１０４から
１０９Ωの範囲内にあるのが好ましく、例えばアモルファスシリコンのような感光材料か
らなるのが好ましい。
【００３２】
　図３Ｃは、図３ＡのＡＡ'線に沿った部分断面図である。図３Ｃを参照すると、本発明
の実施例において、ゲート誘電体層ＧＩは基板１１２上に形成可能であり、第１抵抗デバ
イスＲ１（アモルファスシリコン）はゲート誘電体層ＧＩ上に配置される。なお、第１抵
抗デバイスＲ１は、余分なマスク処理段階を加えることなく、第１動的デバイスＴ１およ
び第２動的デバイスＴ２それぞれのチャネル層（図示せず）とともに製造することができ
る。さらに、第２金属層Ｍ２は、第１抵抗デバイスＲ１の両面を覆うように配置される。
金属材料とアモルファスシリコン材料との間の抵抗を低減するべく、オーム接触層Ｌ１も
また、第２金属層Ｍ２と第１抵抗デバイスＲ１との間に配置される。第１実施例の目的に
よれば、第２金属層Ｍ２、データ線１１６、ならびに第１動的デバイスＴ１および第２動
的デバイスＴ２それぞれののソース／ドレイン対は、１つの処理段階で形成される。さら
に、第１抵抗デバイスＲ１および第２金属層Ｍ２を覆うべく不動態化層ＰＡが配置できる
一方で、第１ピクセル電極Ｐ１は不動態化層ＰＡ上に配置される。
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【００３３】
　具体的には、本発明の実施例によれば、アモルファス層の好ましい厚さは１０００Åで
あり、長さ／幅の比は約２１／５である。図４は、本発明の第１実施例に係るアモルファ
スシリコン材料の抵抗特性を説明する曲線を示す。図４からわかるように、アモルファス
シリコン材料の抵抗は光に照らされると劇的に減少する。光強度が所定値に達した後、ア
モルファス材料の抵抗は安定する。かかる抵抗は、第１動的デバイスＴ１および第２動的
デバイスＴ２のチャネル層の抵抗にほぼ等しい。実際には、光はバックライトモジュール
によって与えることができる。
【００３４】
　電圧信号がデータ線１１６から第１ピクセル電極Ｐ１および第２ピクセル電極Ｐ２に入
力されると、第１抵抗デバイスＲ１によって第１ピクセル電極Ｐ１は第２ピクセル電極Ｐ
２よりも少ない電荷に帯電される。このため、第１ピクセル電極Ｐ１の荷電比は、第２ピ
クセル電極Ｐ２よりも低い。したがって、１つのピクセル単位Ｐに対応する液晶分子が２
つの異なる強度の電場によって駆動されるので、これらの液晶分子は異なる傾斜角度を示
すように駆動される。
【００３５】
　１０２４×７６８の解像度を有する１４インチＬＣＤパネル１００を例にとると、動的
デバイスが、ゲート・ソース電圧Ｖｇｓ＝２５Ｖ、ドレイン・ソースＶｄｓ＝１０Ｖ、導
通電流Ｉｏｎ＝１．８０６μＡ、蓄積容量Ｃｓｔと液晶容量Ｃｌｃとの合計が０．４７６
８ｐＦに等しく、応答時間Ｔｏｎ＝２１μｓを有する場合、
【００３６】
　動作負荷Ｒ＝Ｒｏｎ＝Ｖｄｓ／Ｉｏｎ＝１０／１．８０６＝５．５３７ＭΩ
【００３７】
　遅延時間τ＝Ｒｏｎ×（Ｃｓｔ+Ｃｌｃ）＝５．５３７×０．４７６８＝２．６４μｓ
【００３８】
【数１】

となる。
【００３９】
　上記条件によれば、荷電比は９９．９６％である。抵抗Ｒｓが動的デバイスとピクセル
電極との間に適用されると、例えばＲｓ＝２３．５２ＭΩの場合、
【００４０】
　動作負荷Ｒ＝Ｒｏｎ+Ｒｓ＝５．５３７+２３．５２＝１０／１．８０６＝２９．０５７
ＭΩ
【００４１】
　遅延時間τ＝Ｒ×（Ｃｓｔ+Ｃｌｃ）＝２９．０５７×０．４７６８＝１３．８５４μ
ｓ
【００４２】



(9) JP 2008-116916 A 2008.5.22

10

20

30

40

50

【数２】

となる。
【００４３】
この場合は、荷電比は７９．９９％になる。したがって、ピクセル電極の荷電比は、実用
上の要求に応じて調整することができる。こうして、第１ピクセル電極Ｐ１の荷電比は、
第２ピクセル電極Ｐ２の荷電比の約８０％に調整することができる。図５を参照すると、
曲線１は、第１ピクセル電極Ｐ１の領域に対応する電圧と透過率との関係を示す特性図で
ある。曲線２は、第２ピクセル電極Ｐ２の領域に対応する電圧と透過率との関係を示す特
性図である。互いに補償し合うことにより、曲線１および２は、比較的平坦な平均曲線Ａ
ＶＧを得ることができる。すなわち、観視者が約０°から６０°の傾斜角度で画像を見る
と、反転増加透過率の問題は、従来技術の場合のように駆動電圧が増加しても有効に低減
される。
【００４４】
　図６は、各視野角ごとの駆動電圧と透過率との関係を説明する平均的曲線を示す図であ
る。図６を参照すると、傾斜した視野角θ＝３０°、４５°、６０°にそれぞれ対応する
平均的曲線の各々は比較的平坦であることがわかる。したがって、観視者の視野角にかか
わらず、正面視野に類似した視覚効果を得ることができる。このため、表示品質を有効に
向上させることができる。
【００４５】
　図７は、本発明の第１実施例に係る別の動的デバイスアレイ基板を示す概略図である。
図７を参照すると、動的デバイスアレイ基板１１０は、第２抵抗デバイスＲ２をさらに含
むことができる。第２抵抗デバイスＲ２は、第２ピクセル電極Ｐ２と第２動的デバイスＴ
２との間に電気的に接続される。こうして、異なる荷電比を有する第１ピクセル電極Ｐ１
および第２ピクセル電極Ｐ２を得ることもできる。
【００４６】
　図８Ａは、本発明の第１実施例に係る遮へい金属層を示す概略図である。図８Ａを参照
すると、第１ピクセル電極Ｐ１および第２ピクセル電極Ｐ２の透過率をさらに調整するべ
く、本発明に係る動的デバイスアレイ基板１１０は、第２抵抗デバイスＲ２の下に配置さ
れた遮へい金属層Ｍ１をさらに含む。遮へい金属層Ｍ１はバックライトモジュール（図示
せず）からの光を遮へいするように構成されるので、第２抵抗デバイスＲ２が照らされる
ことが防止される。したがって、第２抵抗デバイスＲ２は、第１抵抗デバイスＲ１よりも
高い抵抗を有する。したがって、異なる荷電比を有する第１ピクセル電極Ｐ１および第２
ピクセル電極Ｐ２も得られる。
【００４７】
　図８Ｂは、図８ＡのＢ－Ｂ'線に沿った部分断面図である。図８Ｂを参照すると、本発
明の実施例に係る遮へい金属層Ｍ１は、基板１１２上に配置される。なお、遮へい金属層
Ｍ１は、付加的なマスク処理段階なしに、走査線１１４、第１動的デバイスＴ１のゲート
Ｇ１、第２動的デバイスＴ２のゲートＧ２および共通線１１８とともに製造することがで
きる。さらに、ゲート誘電体層ＧＩが遮へい金属層Ｍ１を覆う一方で、第２遮へい金属層
Ｍ２は、第２抵抗デバイスＲ２の両面に配置される。オーム接触層Ｌ２は、第２遮へい金
属層Ｍ２と第２抵抗デバイスＲ２との間に配置される。不動態化層ＰＡが第２抵抗デバイ
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スＲ２および第２遮へい金属層Ｍ２を覆う一方で、第１ピクセル電極Ｐ１は不動態化層Ｐ
Ａ上に構成される。
【００４８】
　第２実施例
【００４９】
　図９Ａは、本発明の第２実施例に係る動的デバイスアレイ基板を示す概略図である。図
９Ｂは、本発明の第２実施例に係る動的デバイスアレイ基板の回路図である。そこに記載
される動的デバイスアレイ基板２１０は、本発明の第１実施例に係る動的デバイスアレイ
基板１１０に類似するが、両者の主な違いは、動的デバイスアレイ基板２１０が、マルチ
ドメイン垂直配向（ＭＶＡ）型ＬＣＤパネルおよびパターン化垂直配向（ＰＶＡ）型ＬＣ
Ｄパネルを含むＶＡ型ＬＣＤパネル用に構成されていることにある。
【００５０】
　ＭＶＡ型ＬＣＤパネルを例にとり、動的デバイスアレイ基板２１０を詳細に説明する。
広視野角を得るべく液晶分子を複数方向に配向させるべく、図９Ａに示す多くのスリット
Ｓが第１ピクセル電極Ｐ１および第２ピクセル電極Ｐ２上に形成される。さらに、第１抵
抗デバイスＲ１は、第１動的デバイスＴ１と第１ピクセル電極Ｐ１との間に電気的に接続
される。このため、第１ピクセル電極Ｐ１の荷電比を、第２ピクセル電極Ｐ２の荷電比と
適度に異ならせることができる。例えば、第１ピクセル電極Ｐ１の荷電比は、第２ピクセ
ルデバイスＰ２の荷電比の８５％に調整される。
【００５１】
　図１０を参照すると、曲線１は、第１ピクセル電極Ｐ１の領域に対応する電圧と透過率
との関係を示す特性図である。曲線２は、第２ピクセル電極Ｐ２の領域に対応する電圧と
透過率との関係を示す特性図である。互いに補償し合うことにより、曲線１および２は、
比較的平坦な平均曲線ＡＶＧを得ることができる。すなわち、視野角θ＝６０°における
カラーシフトの問題が有効に低減されるので、表示品質を改善することができる。
【００５２】
　図１１は、本発明の第２実施例に係る別の動的デバイスアレイ基板を示す概略図である
。図１１を参照すると、動的デバイスアレイ基板２１０は、第２抵抗デバイスＲ２をさら
に含むことができる。第２抵抗デバイスＲ２は、第２ピクセル電極Ｐ２と第２動的デバイ
スＴ２との間に電気的に接続される。こうして、互いに異なる荷電比を有する第１ピクセ
ル電極Ｐ１および第２ピクセル電極Ｐ２を得ることもできる。
【００５３】
　図１２は、本発明の第１実施例に係る遮へい金属層を示す概略図である。図１２を参照
すると、第１ピクセル電極Ｐ１および第２ピクセル電極Ｐ２それぞれの透過率をさらに調
整するべく、本発明に係る動的デバイスアレイ基板２１０は、第２抵抗デバイスＲ２の下
に配置された遮へい金属層Ｍ１をさらに含む。遮へい金属層Ｍ１はバックライトモジュー
ル（図示せず）からの光を遮へいするように構成されるので、第２抵抗デバイスＲ２が照
らされることが防止される。したがって、第２抵抗デバイスＲ２は、照らされる第１抵抗
デバイスＲ１よりも高い抵抗を有する。したがって、異なる荷電比を有する第１ピクセル
電極Ｐ１および第２ピクセル電極Ｐ２も得られる。
【００５４】
　第３実施例
【００５５】
　本発明の第３実施例に係るＬＣＤパネルを以下に説明する。第３実施例に係るＬＣＤパ
ネルは本発明の第１実施例に係るＬＣＤパネルに類似するが、両者の主な違いは、第１ピ
クセル電極と第２ピクセル電極との面積が異なることと、第１実施例に開示された第１抵
抗デバイスおよび第２抵抗デバイスを配置する必要がないこととにある。もちろん、かか
る第１抵抗デバイスおよび第２抵抗デバイスをオプションとして基板上に配置してもよい
が、本発明の範囲の限定を意図するものではない。図１３は、本発明の第３実施例に係る
動的デバイスアレイ基板３１０を示す概略図である。図１３を参照すると、第１ピクセル
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ため、第１ピクセル電極Ｐ１および第２ピクセル電極Ｐ２の荷電比は互いに異なる。
【００５６】
　要約すると、本発明は動的デバイスアレイ基板を提供する。動的デバイスアレイ基板は
、異なる表面積を有する第１ピクセル電極および第２ピクセル電極を有してよい。または
、動的デバイスアレイ基板は、基板上に配置されて第１動的デバイスと第１ピクセル電極
との間に電気的に接続された第１抵抗デバイスを用いてもよい。したがって、第１ピクセ
ル電極および第２ピクセル電極は、帯電後異なる電圧を有するので、第１ピクセル電極お
よび第２ピクセル電極にそれぞれ対応する透過率が異なり得る。すなわち、２つの異なる
透過率は互いに補償し合うことができるので、すべての視野角にかかわらず正面視野に類
似した視覚効果を得ることができる。したがって、本発明に係るＬＣＤパネルは、良好な
表示品質を有する。または、第１ピクセル電極および第２ピクセル電極の荷電比を調整す
るべく、第２抵抗デバイス、および第２抵抗デバイス下の遮へい金属層を用いてもよい。
【００５７】
　当業者であれば、本発明の範囲および要旨から逸脱せずに本発明の構成に対して様々な
修正例および変形例を行え得ることは明白である。上述に鑑み、本発明は、以下の請求項
およびその均等の範囲内にある本発明の修正例および変形例をカバーすることが意図され
ている。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】駆動電圧と透過率との関係を示す従来的なＬＣＤの概略図である。
【図２】本発明の第１実施例に係るＬＣＤパネルを示す概略図である。
【図３Ａ】本発明の第１実施例に係る動的デバイスアレイ基板を示す概略図である。
【図３Ｂ】本発明の第１実施例に係る動的デバイスアレイ基板の回路図である。
【図３Ｃ】図３ＡのＡＡ'線に沿った部分断面図である。
【図４】本発明の第１実施例に係るアモルファスシリコン材料の抵抗特性を説明する曲線
を示す概略図である。
【図５】視野角θ＝６０°で見た場合の駆動電圧と透過率との関係を示す本発明の第１実
施例にかかる概略図である。
【図６】各視野角ごとの駆動電圧と透過率との関係を説明する平均的曲線を示す図である
。
【図７】本発明の第１実施例に係る別の動的デバイスアレイ基板を示す概略図である。
【図８Ａ】本発明の第１実施例に係る遮へい金属層を示す概略図である。
【図８Ｂ】図８ＡのＢ－Ｂ'線に沿った部分断面図である。
【図９Ａ】本発明の第２実施例に係る動的デバイスアレイ基板を示す概略図である。
【図９Ｂ】本発明の第２実施例に係る動的デバイスアレイ基板の回路図である。
【図１０】視野角θ＝６０°で見た場合の駆動電圧と透過率との関係を示す本発明の第２
実施例に係る概略図である。
【図１１】本発明の第２実施例に係る別の動的デバイスアレイ基板を示す概略図である。
【図１２】本発明の第１実施例に係る遮へい金属層を示す概略図である。
【図１３】本発明の第３実施例に係る動的デバイスアレイ基板を示す概略図である。
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